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男女共同参画

男女共同参画写真コンテスト　最優秀賞「お父さん　じょうずにできるかな？」　柳田和子さん



　“自然”“歴史”“文化”が息づき“みんな”が笑顔のあったか栃木市をめざしている

本市は、世代や性別にかかわらず、誰もがお互いの人権を尊重し、豊かで生き生き

と活躍できるまちづくりを行うために、ここに｢男女共同参画都市｣を宣言します。

１　‌�　わたしたちは、女
ひと

と男
ひと

がその個性と能力を十分に発揮することができ、多様な

生き方を尊重するまちをつくります

１　‌�　わたしたちは、女
ひと

と男
ひと

が家庭、学校、職場、地域などのあらゆる分野で、平等

に参画し、協働するまちをつくります

１　‌�　わたしたちは、女
ひと

と男
ひと

が地域で共に支え合い、協力し合って、すべての人が安

心安全に暮らすことができるまちをつくります

平成27年11月27日　　栃木県栃木市

栃木市男女共同参画都市宣言文

栃木市審議会等委員への女性登用推進要綱の制定について
　栃木市では、「とちぎ市男女共同参画プラン（平成２５～２９年度）」において、「各種審議会
等委員に占める女性の割合」の目標値を、平成２９年度には３０％、「女性委員のいない審議会等
の数」の目標値を、平成２９年度には０と設定して進めています。
　毎年「各種委員会等への女性委員の構成状況調査」により、４月１日現在の数値を調査していま
すが、目標値に到達していないので、さらに積極的な取組を全庁で進めるため、今回、この要綱を
制定し、平成２８年９月１日から施行しました。

　具体的な推進方法としては、①クオータ制の導入（※）②委員の推薦団体の見直しや団体の長職等
にこだわらないこと③公募制の導入と公募枠の拡大④学識経験者を広義で捉えること⑤女性人材リ
ストの活用 の５つを規定しました。
　また、「女性委員が占める割合が３０％に満たないで選任した時」は、理由を明記した「女性登
用状況報告書」を提出するとし、次回改選での改善に活用することとしました。
　この要綱で、目的や目標、推進方法などを明確に全課に示すことにより、女性の積極的な登用を
図り、市の政策・方針決定の場への女性の参画を促進することを目的としています。

※クオータ制とは・・・女性の参画を拡大する施策である積極的改善措置の１つであり、性別を
基準に一定の人数や比率を割り当てる手法

（参考）各種審議会等委員に占める女性の割合の状況
　　　　　　 → 平成27年度26.5%　平成28年度28.4%    
　　　　女性委員のいない審議会等の数の状況
　　　　　　 → 平成27年度 16　　 平成28年度 12
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平
成
28
年
７
月
２
日（
土
）

栃
木
市
市
民
会
館

　

国
の
男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月
23

日
～
29
日
）
の
協
賛
事
業
と
し
て
、

「
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
豊
か

で
活
力
あ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
実
施
し
ま
し
た
。

第
一
部
標
語
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

　

優
秀
な
標
語
と
写
真
に
、
市
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
標
語
は
５
８
２
点
、
写
真
は

18
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
標
語
　
小
学
生
の
部

男
だ
っ
て
女
だ
っ
て
　
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
い
ら
れ
る
社
会

　
　
　
大
平
南
小
５
年　

臼
井　

風
絵

男
女
の
壁
　
こ
わ
し
て
築
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
未
来

　
　
　
大
宮
北
小
５
年　

鈴
木　

福

主
婦
も
い
る
し
　
主
夫
も
い
る

家
族
の
か
た
ち
は
　
い
ろ
い
ろ
だ
! !

大
宮
北
小
５
年　

横
山　

藍
士

男
の
く
せ
に
女
の
く
せ
に

　
そ
ん
な
言
葉
　
辞
典
に
な
い
よ　

吹
上
小
５
年　
　

島
田　

峻
介

活
か
そ
う
よ
　
ぼ
く
と
私
の

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
い
と
こ
ろ

藤
岡
小
５
年　
　

板
橋　

伶
央

得
意
も
ね
　
苦
手
も
あ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く
わ
た
し

家
中
小
５
年　
　

富
澤　

凛
太

〇
写
真
の
部

　
　
　
　
　
（
表
紙
に
掲
載
）

「‌��

お
父
さ
ん
　

  

じ
ょ
う
ず
に
で
き
る
か
な
？
」

柳
田　

和
子

「‌��
絵
本
の
時
間
」
　
　
　
　
菅
井　

明
子

第
二
部
　
コ
ン
サ
ー
ト

　

　
出
演
者

　
　
　
　
　
「
か
た
こ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

琴
や
尺
八
の
優
し
い
音
色
に
の
せ
て
、

谷
川
俊
太
郎
・
金
子
み
す
ゞ
・
柴
田
ト

ヨ
の
詩
や
、
民
話
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
の

語
り
を
聴
い
た
り
、
全
員
で
「
通
り
ゃ
ん

せ
」
や
「
山
寺
の
和
尚
さ
ん
」
な
ど
を
歌

い
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。　
　

と
ち
ぎ
市

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

「
日
本
女
性
会
議

2
0
1
6
　
秋
田
」に
参
加
し
て

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

平
成
28
年
10
月
28
日（
金
）～
30
日（
日
）

　
「
み
つ
め
て　

み
と
め
て　

あ
な
た
と

私
～
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
と

は
～
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら

千
七
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
秋
田

市
の
小
学
生
が
夏
の
風
物
詩
と
し
て
名

高
い
竿
燈
ま
つ
り
の
演
技
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
に
続
き
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
長
の
基
調
報
告
が
あ
り
、
そ
の

後
の
記
念
講
演
は
、
ヘ
ア
・
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
藤
原
美
智
子

氏
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
「
違
い
こ
そ
が
個
性
を
作
る
、
自
信
を

作
る
、
魅
力
を
作
る
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
「
い
つ
も
生
き
生
き
し
て
い
る

人
が
美
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
大
変
印

象
的
で
し
た
。

　

二
日
目
は
分
科
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

「‌��工業世界の女性たち」
齋藤　稜介
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「
み
ん
な
で
創
ろ
う
　

　
　
　
　
　  

あ
っ
た
か
ご
近
所
」

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　粂

川　
妙
子　
氏

①
T
o
t
h
i
c
o
日
和
の
会　

松
本　
真
由
美
氏

②
茶
話
サ
ロ
ン
「
な
で
し
こ
」

鮎
田　
洋
子　
氏

③‌�

は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
大
町

玉
田　
　
斌　
氏

　
大
出　
美
江
子
氏

　

誰
も
が
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
豊
か
で
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

女
性
が
中
心
と
な
っ
て
「
あ
っ
た
か

ご
近
所
」
づ
く
り
を
し
て
い
る
身
近
な

事
例
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
粂
川
さ
ん
は

「
人
の
た
め
よ
り
自
分
が
楽
し
む
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
発
表
者
の

皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い
る
も
の
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

長
時
間
、
誰
と
も
会
話
で
き
ず
、
孤

独
な
育
児
生
活
を
し
て
い
る
多
く
の

マ
マ
た
ち
が
い
る
こ
と
を
、
参
加
者

は
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

孤
独
な
マ
マ
た
ち
に
情
報
を
通
し
て
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
図
っ
て
い
る

T
o
t
h
i
c
o
日
和
の
会
の
活
動
に

感
動
し
ま
し
た
。　
　

　

地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
居
場

所
づ
く
り
で
は
、
社
会
的
孤
立
感
の
解

消
、
高
齢
期
を
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う

楽
し
く
参
加
で
き
る
様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。
困
難
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
次
へ
の
発
展
の
足
が
か
り
に

な
っ
て
い
る
な
ど
、
発
表
者
の
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
、
発
表
者
を
囲
ん
で
話
し

合
い
、
活
発
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

〔
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
〕

･‌�

最
近
、
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ミ

ニ
情
報
誌
T
o
t
h
i
c
o
日
和
、

若
夫
婦
た
ち
に
好
評
で
す

･‌�‌�

ご
苦
労
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
サ
ロ
ン
、

今
後
と
も
大
切
に

･‌�

自
治
会
の
運
営
に
参
考
に
な
っ
た

･‌�‌�

ど
の
事
例
と
も
、
活
動
を
立
ち
上
げ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
力
に
対
し
て
敬

意
を
表
し
ま
す

･‌�‌�

ま
ず
は
、
や
り
始
め
る
こ
と
。
自
分

一
人
で
は
無
理
だ
が
同
志
が
集
ま
る

こ
と
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
の
で
は

　
「
と
ち
ぎ
市
男
女
共
生
大
学
」
は
市
民

の
「
学
習
の
場
」
で
す
。
そ
の
歴
史
は

昭
和
62
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
長
い
伝
統

を
も
っ
て
い
ま
す
（
※
）。
著
名
な
学
者

や
専
門
家
を
招
い
た
講
話
・
現
地
学
習

会
・
会
員
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
等
多

彩
な
企
画
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

す
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
明
治
学
院
大
学
教

授　

加
藤
秀
一
先
生
の
お
話　
「
男
女
共

同
参
画
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
」
は

難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
最
新
の
情
報
を

得
る
上
で
、
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

男
女
共
生
大
学
の
講
座
全
般
を
考
え

た
時
、
仕
事
帰
り
の
方
々
の
便
宜
を
図

り
夕
方
に
開
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
参

加
者
に
地
域
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
残
念
で
す
。
で
も
次
第
に
参
加
者

も
増
え
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

栃
木
市
は
、
平
成
27
年
11
月
に
男
女

共
同
参
画
宣
言
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
こ
の
大
学
に
参
加
さ
れ
、

ま
す
ま
す
心
温
か
い
街
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
※
「
と
ち
ぎ
市
男
女
共
生
大
学
」
の
名

称
は
平
成
15
年
か
ら
）　

お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
28
年
６
月
18
日（
土
）

大
平
文
化
会
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

事
例
発
表

男
女
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

野
尻
　
和
孝

お
し
ゃ
べ
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

おしゃべりティータイム
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県
民
の
つ
ど
い
は
毎
年
６
月
23
日
か

ら
29
日
ま
で
の
男
女
共
同
参
画
週
間
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

〇
午
前
の
部
（
活
動
団
体
等
の
発
表
）

①�

と
ち
ぎ
つ
ば
さ
の
会

　

‌�　

と
ち
ぎ
つ
ば
さ
の
会
の
「
ド
イ
ツ

女
性
の
生
き
方
を
探
る
旅
」
で
は
若

者
の
政
治
教
育
や
民
主
主
義
教
育
、

女
性
の
政
治
参
画
の
大
切
さ
等
を
学

び
ま
し
た
。

②�

と
ち
ぎ
性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
と
ち
エ
ー
ル
）

　

‌�　

と
ち
エ
ー
ル
か
ら
は
支
援
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
性
被

害
直
後
か
ら
支
援
す
る
た
め
の
総
合

的
な
相
談
窓
口
で
、
関
係
機
関
等
と

連
携
協
力
し
、
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

③�

ウ
イ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

　

‌�　

暴
力
等
に
悩
む
女
性
の
相
談
と
支

援
を
行
っ
て
い
る
ウ
イ
メ
ン
ズ
ハ
ウ

ス
と
ち
ぎ
は
「
私
た
ち
の
性
は
買
わ

れ
る
性
な
の
か
」
と
題
し
、
自
主
制

作
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
私
の
い
の
ち
は
わ
た
し

の
も
の
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

〇
午
後
の
部

社
会
学
者
・
國
學
院
大
學
教
授　

水
無

田
気
流
氏
に
よ
る
講
演

「
こ
こ
が
変
だ
よ
、
男
女
共
同
参
画
～

政
策
と
生
活
の
ず
れ
を
検
証
す
る
～
」

　

日
本
の
働
く
女
性
の
現
状
は
過
酷

で
、
非
正
規
雇
用
６
割
・
低
い
賃
金
水

準
・
出
産
離
職
・
男
女
賃
金
格
差
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
２
０
１
５
年
）

１
４
５
ヵ
国
中
１
０
１
位
と
、
政
治
経

済
活
動
参
加
率
が
低
く
、
貧
困
や
家
事

育
児
に
よ
る
時
間
貧
困
が
あ
り
、
男
女

と
も
総
合
的
な
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で

し
た
。

「
つ
な
ぐ　
あ
ら
た
な
明
日
へ

　
　

一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る

　
　

社
会
を
創
る
」

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
均
等
法
か

ら
30
年
、
あ
ら
た
な
明
日
へ
～
女
性
の

活
躍
に
つ
い
て
考
え
る
～
」
と
題
し
、

公
益
財
団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会　

赤
松
良
子
会
長
の
特
別
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
成
立
に
尽
力

さ
れ
、
雇
用
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等

へ
の
道
を
切
り
拓
き
、
走
り
続
け
て
こ

ら
れ
た
道
程
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら

の
女
性
が
さ
ら
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
や
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
女
性
が
参

画
し
て
い
く
視
点
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

世
界
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
テ

（
男
女
平
等
参
画
促
進
法
）
等
、
男
女

平
等
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
日
本
も
ク

オ
ー
タ
制
や
、「『
２
０
２
０
年
30
％
』

の
目
標
（
２
０
２
０
年
ま
で
に
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
指
導
的
地
位

に
女
性
が
占
め
る
割
合
が
、
少
な
く
と

も
30
％
程
度
に
な
る
よ
う
期
待
す
る
）」

達
成
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
こ
と
等
を

力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
部
で
は
、
と
ち

ぎ
つ
ば
さ
の
会
が
「
男
女
共
同
参
画
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
～
ド
イ
ツ
女
性
の
生
き

方
を
探
る
旅
～
」
報
告
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

全
国
各
地
か
ら
、
多
く
の
男
女
の
参

加
者
が
、
意
見
・
質
問
・
提
案
を
し
、

活
発
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

意
見
を
持
つ
こ
と
、
民
主
主
義
教
育
の

大
切
さ
、
国
際
人
を
育
て
る
こ
と
等
、

一
歩
ず
つ
地
域
か
ら
発
信
し
て
い
き
た

い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

○
と
ち
ぎ
市

　
　
　

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
栃
木
市
市
民
会
館

　

内
容　

標
語
な
ど
の
表
彰
、
講
演

　

‌�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
広
報

紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
お
お
ひ
ら

　
　
　

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
29
年
６
月
17
日
（
土
）
大
平
文
化
会
館

　

内
容

　
　

テ
ー
マ

　
　
　
「
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
人
権
」

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い

平
成
28
年
６
月
25
日（
土
）

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
28
年
８
月
26
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

ヌ
エ
ッ
ク
　
国
立
女
性
教
育
会
館

せ
ら
知
お

（
予
定
）
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私
は
、
昨
年
の
九
月
、
栃
木
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ

り
、
各
地
域
の
避
難
所
を
回
っ
て
、
各
地

域
に
女
性
防
災
士
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
災
害
時
は
近
隣
の
人
々
の

共
助
が
大
切
だ
か
ら
で
す
。
地
域
に
住
む

女
性
が
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
を
も
つ
女
性

等
、
災
害
時
に
困
難
を
抱
え
る
人
々
へ
の

現
場
対
応
に
つ
い
て
の
研
修
を
平
時
か
ら

受
け
て
お
け
ば
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
時
に
、
地
域
単
位
で
、
住
民
・

施
設
管
理
者
・
行
政
で
構
成
さ
れ
る
避
難

所
の
運
営
に
係
る
組
織
を
設
置
し
、
女
性
・

子
ど
も
・
若
者
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
に

配
慮
し
た
避
難
所
の
開
設
や
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
話
し
合
い
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
に
遭
っ
て
も
「
ど
う
し
た
ら
早
く

日
常
を
取
り
戻
せ
る
か
」
を
も
う
一
度
、

地
域
の
皆
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
栃
木
地
域
）

　

退
職
後
、
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て

家
庭
教
育
学
級
を
担
当
。
県
の
生
涯
学

習
プ
ラ
ン
作
成
に
も
関
わ
り
、
社
会
教

育
に
広
く
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

女
性
に
対
す
る
施
策
の
推
移
に
基
づ

き
、「
お
お
ひ
ら
男
女
共
同
参
画
を
す
す

め
る
会
」
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る「
つ
ど
い
」で
は
、

今
、
必
要
と
思
わ
れ
る
課
題
を
取
り
上

げ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
あ
り
方
を
、

参
加
者
と
共
に
考
え
て
い
ま
す
。
寸
劇

を
自
作
自
演
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に

問
い
か
け
る
紙
芝
居
を
制
作
す
る
等
、

会
員
と
共
に
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自
分
の
能
力
を

活
か
し
、
お
互
い
の
立
場
を
認
め
て
協

力
し
あ
う
社
会
と
な
る
ま
で
、
啓
発
活

動
は
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
会
の
存
在
の
意
義
も
そ
こ
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。
良
い
仲
間
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
大
平
地
域
）

　

木
の
実
を
利

用
し
た
動
物
、

和
紙
を
貼
っ
た

ト
レ
ー
、
小
町

娘
人
形
、
四
季

折
々
の
動
植
物

の
折
り
紙
を
貼
っ
た
色
紙
や
栞
等
々
、
所

狭
し
と
並
び
、
訪
れ
る
人
た
ち
に
感
動
を

与
え
て
い
ま
す
。
何
と
店
主
の
木
村
さ
ん

は
左
手
だ
け
で
こ
の
作
品
を
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

十
年
前
、
突
然
倒
れ
て
半
身
麻
痺
状
態

に
な
り
、
こ
の
時
準
備
中
だ
っ
た
手
作
り

小
物
の
店
を
開
く
希
望
を
断
た
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
持
ち
前
の
向
上
心

と
明
る
さ
で
、辛
い
リ
ハ
ビ
リ
に
も
耐
え
、

見
事
に
お
店
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

老
健
施
設
の
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
な
が

ら
、
施
設
や
自
宅
で
折
り
紙
教
室
を
開

き
、
心
癒
さ
れ
る
集
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
今
の
自
分
が
あ
る
の
も
、
夫
の
手
厚

い
介
護
や
励
ま
し
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

方
の
心
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
、
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

編
集
者
）

（
藤
岡
地
域
）

　　 

第第７７回回

地
域
に
女
性
防
災
士
を

　
　
　
と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー中

村
　
絹
江

生
き
や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
て

　
お
お
ひ
ら
男
女
共
同
参
画
を
す
す
め
る
会

会
長
　
若
菜
　
貞
子

楽
し
く
生
き
る

　
　
手
作
り
小
物
の
店
「
み
ち
く
さ
」
店
主

木
村
　
洋
子
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一
緒
に
い
る
な
ら
明
る
く
楽
し
い
人
が

良
い
で
す
か
？
そ
り
ゃ
、
楽
し
い
人
を
選

ぶ
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
楽
し
そ
う

に
集
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
と
「
何
し
て

ん
だ
ろ
う
？
」
と
覗
き
込
み
た
く
な
り
ま

す
。

　

つ
い
つ
い
一
生
懸
命
に
な
り
過
ぎ
て
、

よ
そ
か
ら
見
る
と
怖
い
く
ら
い
の
形
相
に

な
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
往
々
に
し

て
男
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
り
、
女

性
だ
け
の
団
体
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
男
性
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
を
気

遣
っ
て
く
れ
る
女
性
が
い
て
、
女
性
の
不

足
す
る
と
こ
ろ
を
補
っ
て
く
れ
る
男
性
が

い
て
、
初
め
て
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ま
す
。

　

お
互
い
の
安
心
感
か
ら
笑
い
が
生
ま

れ
、
笑
い
の
中
か
ら
楽
し
さ
が
生
ま
れ
、

楽
し
さ
の
中
か
ら
や
る
気
が
生
ま
れ
、
活

気
あ
る
私
た
ち
を
見
て
、
若
い
人
、
高
齢

者
と
も
、
み
ん
な
集
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
は
、
地
域
づ
く
り
の
要

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
賀
地
域
）

　
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

あ
り
が
と
う
」
こ
の
声
に
う
れ
し
さ
を
覚
え

な
が
ら
、
今
日
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
会
の
集
ま
り
、
そ
し

て
高
齢
者
の
集
い
な
ど
が
多
い
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
仲
間
と
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
や

病
院
、
子
ど
も
会
の
行
事
、
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
は
、
神
社
の
お
祭
り
な
ど
に
も
出

演
し
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
昔
懐
か
し
い
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
演
奏
し
、

み
な
さ
ん
と
一

緒
に
歌
っ
て
も

ら
う
歌
声
喫
茶

の
よ
う
な
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
漫
談
、
手
品
や
カ
ラ
オ
ケ
発
表

会
の
司
会
な
ど
も
し
て
お
り
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
無
料
で
す
の
で
、
要

請
が
多
く
、
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

で
も
、
こ
の
こ
と
が
自
分
の
健
康
や
自

分
の
た
め
に
も
な
り
、
毎
日
が
楽
し
み
で

す
、
こ
の
活
動
は
数
十
年
前
、
男
女
が
共

同
で
参
加
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
と
考
え
、

障
が
い
者
へ
の
朗
読
や
児
童
生
徒
へ
の
読

み
聞
か
せ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。（西

方
地
域
）

　

日
常
生
活
の
大
半
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
、
う
と
う
と
癒
さ
れ
る
時
間
で
す
。

そ
ん
な
時
、
電
話
の
ベ
ル
。
受
話
器
の

声
は
、
昔
、
男
女
共
同
参
画
地
域
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
お
互
い
地
域
代
表
と
し

て
か
か
わ
っ
た
方
、
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
会
合
で
も
、
楽
し
く
ご
一
緒
し
て
い
る

方
で
し
た
。
本
当
に
お
久
し
ぶ
り
の
言
葉

が
ぴ
っ
た
り
。
と
こ
ろ
が
彼
女
か
ら
大
き

な
宿
題
を
出
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
原
稿

依
頼
で
し
た
。
時
を
越
え
、
歳
を
重
ね
た

現
在
、
過
ぎ
た
日
々
を
想
い
起
こ
し
彼
女

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

長
い
歳
月
、
地
元
の
女
性
団
体
で
ご

一
緒
し
た
方
た
ち
が
、
時
折
訪
ね
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
健
康
で
、

元
気
で
、
懐
か
し
い
方
た
ち
に
お
会
い

で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
、
噛
み
し
め
て

い
る
近
頃
で
す
。
一
期
一
会
を
大
切
に

心
に
留
め
、
文
人　

吉
川
英
治
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
「
我
以
外
、皆
、我
が
師
」

と
い
う
言
葉
を
教
訓
に
、
一
日
一
日
を
穏

や
か
に
、
歳
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
心

が
け
て
い
ま

す
。

（
岩
舟
地
域
）

　
「
お
は
よ
う
」「
お
は
よ
う
」
校
長
先
生

が
大
き
な
声
で
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
る
。
私
も
あ
い
さ
つ
を
返

す
。
こ
の
道
の
角
ま
で
の
間
に
私
の
孫

三
人
が
い
る
。
九
人
の
班
の
朝
の
送
り

が
終
わ
り
、
今
来
た
道
を
引
き
返
す
。

　

ま
だ
登
校
途
中
の
、
幾
つ
も
の
班
の

子
ど
も
た
ち
と
出
会
う
。
私
は
、「
お
は

よ
う
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」
と
声

を
か
け
る
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、「
お

は
よ
う
」
と
声
が
返
っ
て
く
る
。
中
に

は
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
く
る
子
も
い
る
。

そ
ん
な
時
が
、
私
の
一
番
う
れ
し
い
時

な
の
だ
。

　

最
初
は
孫
の
た
め
、
自
分
の
健
康
の

た
め
と
思
っ
て
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
っ
た
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
う
れ
し
い
の
で
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
都
賀
地
域
）

笑
い
と
楽
し
さ
を
届
け
て

　
　
　
行
政
書
士
　
山
ノ
井
　
一
男

内
の
者
悦
び
、
外
の
者
来
た
る

　
　
　
都
賀
地
域
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織

設
立
準
備
会
世
話
人
　
石
本
　
俊
光

多
く
の
方
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
日
々

　
島
田
　
家
得
子

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
う
れ
し
い

　
　
北
條
　
一
男
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編集後記

　
私
は
旧
ソ
連
に

て
、
電
気
工
事
士

の
父
と
大
学
講
師

の
母
の
間
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
ロ
シ

ア
で
は
社
会
主
義
時
代
、
男
性
＝
仕
事
、
女

性
＝
仕
事
・
家
庭
と
い
う
考
え
方
が
主
流
で

し
た
。
女
性
は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ソ
連
が
崩

壊
す
る
と
、
資
本
主
義
文
化
の
影
響
を
受

け
、
家
事
を
分
担
す
る
家
庭
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

　
近
年
の
日
本
に
お
い
て
も
、
以
前
「
亭
主

関
白
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
た
よ
う
で
す

が
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
家

庭
の
あ
り
方
は
珍
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
情
報
化
社
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
今
ま
で
根
付
い
て
い
た
日
本
独
自

の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
感
じ

て
い
ま
す
。
自
分
で
調
べ
て
考
え
て
み
る
、

自
ら
行
動
す
る
人
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
の

一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
価
値
観
に
し

て
も
従
来
は
身
近
な
人
か
ら
学
ん
で
い
た
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
代

で
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ロ
シ
ア
で
も
同
じ
こ
と
が

言
え
ま
す
。

　
オ
フ
ラ
イ
ン
・
オ
ン
ラ
イ
ン
、
い
く
ら
で

も
情
報
や
ツ
ー
ル
は
あ
り
ま
す
。
調
べ
て
考

え
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
を

変
え
る
き
っ
か
け
は
で
き
る
の
で
す
。

　
私
は
現
在
、
ロ
シ
ア
文
化
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
ロ
シ
ア
の
情
報

が
極
め
て
少
な
く
、
ウ
ォ
ッ
カ
・
マ
ト
リ
ョ
ー

シ
カ
・
北
方
領
土
問
題
な
ど
の
限
ら
れ
た
事

柄
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
で
き
る
限
り

ロ
シ
ア
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
物
事
に
お
い
て
も
自
ら
考

え
行
動
に
移
せ
る
人
た
ち
が
多
く
な
れ
ば
、

き
っ
と
物
事
は
良
い
方
向
へ
向
か
う
は
ず
で

す
。
男
性
・
女
性
が
同
じ
立
場
で
日
々
の
生

活
を
送
れ
る
こ
と
が
、
人
間
本
来
の
姿
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
自
身
こ
の
よ
う
な
考
え
方

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
本
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
と
日
本
の
架
け
橋
と
し
て
活
動

ロ
シ
ア
と
日
本
の
架
け
橋
と
し
て
活
動

　
　
　
　
　
　
ユ
ー
リ
ャ・ブ
リ
ン
チ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　（栃
木
在
住
／
ロ
シ
ア
出
身
／

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、デ
ザ
イ
ナ
ー
）

※氏名については、敬称略で表記しました。

ＤＶに悩んでいるあなたへ　相談してください

栃木市役所　子育て支援課 0282-21-2226
栃木警察署 0282-25-0110
とちぎ男女共同参画センター相談ルーム 028-665-8720
認定 NPO法人 ウイメンズハウスとちぎ   028-621-9993
認定 NPO法人 サバイバルネット・ライフ  0285-24-5192
女性の人権ホットライン（法務省全国共通）  0570-070-810
栃木県警察本部県民相談室 028-627-9110

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥
‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

（ 電話番号は、平成28年11月現在のものです。）

配偶者等からの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買春、人身取引やセクシュアル・ハラスメント
等、女性（男性）に対する暴力は、人権を侵害するものであり、決して許される行為ではありません。

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫婦や恋人など親密な関係にある男性から女性へ
（女性から男性へ）の暴力をいいます。
　ＤＶで困った時は、ひとりで悩まず、ご相談ください。

　栃木市が男女共同参画都市を宣言して早や１年になり、市民の間にもその考え方
が定着しつつあるように思います。
　今後も真の男女共同参画社会づくりに向けて、さらなる栃木市発展のために努力
していきましょう。
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